
様　式　イ

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
　18年度は、効果的で継続した活動とするための支援制度（既
存・新規）、周知方法などを実践している団体・個人の視点か
ら、そのあり方を検討してもらうための意見交換会を開催し、同
運動の展開を市民と区が協働で考えていく事業を２回実施し
た。また、参加者を対象にスローライフに関するアンケート調査
を実施した。
①平成19年１月13日（土）10：00～12：00
北区民センター区民ホール　　参加者数48人
②平成19年１月20日（土）10：00～12：00
篠路コミュニティセンター会議室　参加者数47人
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評    価 (　成　果　）

課    題

　平成17年度は冊子を作成し、区役所、まちづくりセンターな
どで配布した。18年度は、花の育て方の講演や、花づくりを通
した環境美化に取り組む団体の活動事例発表を行い、参加者
を交えた意見交換会を行った。また、参加者を対象に、スロー
ライフに関するアンケート調査を実施し、今後の支援策を検討
するための参考意見を得た。

　高齢者や子育てをしている世代には、比較的なじみやすい
内容であるが、仕事に追われているサラリーマンやOLに、取り
組んでもらうためのきっかけづくりが難しい。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
　17年度は、「食」、「花」、「健康」等のテーマで活動している
区民（団体）の活動内容や本市の既存の支援メニュー・推進し
ている取り組みを紹介する冊子を作成し、区民・関係団体に呼
びかけた。
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平成１７年度
・活動している区民（団体）の活動内容や本市の既存
の支援　メニュー 、制度の紹介冊子を作成し、区民・
関係団体に広く呼びかけていく
・区の独自支援メニュー検討
平成１８年度
・区の独自支援メニュー作成

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞　速さや効率の追求、大量生産・大量消費、画一的な社会がもらたら
す人間性の喪失や地域コミュニティの軽視、環境破壊など多くの弊害
への反省から生まれた「スローライフ運動」の考え方を区民に提案し、
「ゆとり」や「豊かな心」、「環境保全意識」を育むことを目的に、「食」、
「花」、「健康」をテーマとしたスローライフな『まちづくり』を推進するた
めに、区民の誰もが取り組める支援メニューを作成・実施する。

スローライフ運動の展開

北）市民部 地域振興課 まちづくり調整担当　菅　757-2400（内438）

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19年度以降の方向性（事業予定）
　意見交換会で検討された内容やアンケート調査の結果を基に、区独自のまちづくり事業「元気なまちづくり支援事業」の中で事業
化を図っていく。
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事

業

内

容

（
量

･

場

所

･

規

模

等

）



様　式　イ

784

進捗率(％ )

－
－
－
－
－
39.2
－

－

0

0

0

0

0

0

0

－

－

0

0

0

0

0

0

0

0

784

0

0

0

528

528

256

256

0計

スローライフ運動推進事業費 臨 枠外

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

2,7302,330 2,700

主な施設、サービス等の整備水準

18 年 度 末
( 実 績 )

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

実践している区民数

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

［全   体］［16年度］［17年度］［18年度］
全体を通じてスローライフ運動の趣旨に基づきゆっくりとではあるが、着実に活動の輪を地域に広げていく機運を醸成することができ
た。平成17年度は、予算額1,000千円のうち冊子の作成に256千円を活用した。平成18年度は、予算額1，000千円のうち528千円を
使用し、スローライフ運動の取り組みについて、区民と地域活動団体と行政との意見交換会を平成19年1月に2つの会場で開催し、
延べ約100人の参加を得た。花に関しては、種から花苗を育てていく方に資材を提供し、道路残地を活用した花壇づくりもできるとこ
ろでやれるようにしている。食に関しては、「スローライフ・イン・にーよん」の活動への支援を通じて、農務部と連携しながら何をして
いけるのか検討を続けることにしている。健康に関しては、健康・子ども課とともに、平成20年度に向けて引き続き、どのような支援を
していくか検討する。
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事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名 スローライフ運動の展開施策体系ｺｰﾄﾞ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書 （単位：千円）


